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研究成果の概要（和文）：異時点間資源配分の理論研究として、(1)最適経済成長経路の特徴付

け、(2)異時点間選好の効用関数表現、(3)衡平分割問題の解法、という３つの観点から研究を

行った。代表的消費者が時間選好率が消費経路に依存する再帰的効用関数を持つ場合に、収穫

逓増をともなう経済で最適成長経路が存在するための条件を求め、最適成長経路の支持価格に

よる特徴付けを行った。衡平分割問題において、効率性と衡平性を同時に満たす解の存在を示

した。 

 
研究成果の概要（英文）：I have investigated the following three theoretical aspects of 
intertemporal resource allocations: (1) a characterization of optimal paths for economic 
growth; (2) representation of intertemporal preferences by utility functions; (3) 
solutions to fair division problems. I have proved the existence of optimal path for 
economies with increasing returns in which a representative agent possesses a recursive 
utility function that endogenizes time preference for consumption paths. In the fair 
division problem, I have demonstrated the existence of solutions which satisfy both 
efficiency and fairness.  
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１．研究開始当初の背景 
稀少な資源を効率的に配分する問題の研究は
経済学の伝統的な課題である。効率性を満た
す異時点間の資源配分については、世代重複

モデルや最適成長モデルでこれまで十分に研
究されてきた。しかし、衡平性を満たす異時
点間の資源配分については、最適成長論はお
ろか、社会選択論でもこれまで十分に考察さ
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れてきたとは言い難い。しかし、90 年代後半
以降、すべての世代を衡平に取り扱う評価順
序の存在問題が公理主義的立場から分析され
るようになり、今や世代間衡平性に関する活
発な研究が進行しつつある。世代間衡平性の
経済分析には、最適成長論、社会選択論、衡
平分割理論の単なる折衷を越えた独自の視点
による理論の拡充が求められるため、重要な
研究領域であるにもかかわらず、未知の問題
が数多く残っている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、主に数学の立場から研究さ
れてきた【衡平分割】(fair division) の理
論的成果を踏まえ、年金改革に象徴される世
代間所得移転の問題を異時点間資源配分の効
率性と衡平性の両立可能性の観点から分析す
ることである。 
 
３．研究の方法 
本研究では、次の２点を明らかにする。 
(1) 衡平分割問題における効率性と衡平性の

両立可能性。ケーキや土地のような非同
質的財の分割を配分としたときに、世代
間に羨望のないパレート最適な配分の存
在を示すことが最初の目標である。 

(2) 代表的消費者の異時点間意思決定と経済
成長における最適経路の支持価格による
特徴付け。 

 
４．研究成果 
得られた研究成果を分類すると、次のように
なる。 
(1) 衡平分割問題の解の特徴付け、効率性と

衡平性を同時に満たす解の構成ついて。 
(2) 分割可能な異質的財空間の選好の効用

関数表現、異時点間選好の効用関数表現 
(3) 収穫逓増をともなう成長経済における

最適経路の存在と支持価格による特徴
付け。 

研究論文は国外の査読付きジャーナルに掲
載された。国外の研究者による本研究の拡張
も図られ、現在、本学の客員教授として受け
入れている。研究成果は一定の評価を得てお
り、現在も当該分野の研究が国内外で進行中
である。 
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